The Frictional Wearing of Glass Fabrics by 広田, 輝次 & 千賀, 武男
- 49ー
ガラ ス織物の摩粍に関する研究
広田輝次 ・千賀武男
The Frictional Wearing of Glass Fabri偲
By TERUJl HIROTA. AND T AKEO SENGA 
まえがき
ガラス繊維は最初，耐熱性，耐腐蝕性，電気絶縁性な
どを目的とした産業資材として利用されたが1>最近は合
成樹脂の強化用繊維としてきわめてすぐれた性質を有す
ることが知られて以来ζの方面での利用が最も増大し
た。 2)3) 
さらに完全な不燃性ときわめて大きい引張り強さは耐
火性のインテリア製品や宇宙服などの特殊衣料として最
近きわめて箆要な繊維材料となった。 4)しかしガラス繊
維の利用上，大きい欠点は{ttltがきわめて低く，幽げ，
ねじれなどの変形に対しての低抗が劣る乙とである。日
乙の欠点を補うために繊維の直径をできるだけ細くする
ζ とが必要で6)目的に応じた各植の形状の繊維が作られ
ているが乙の欠点は十分に除く乙とはできない。乙れら
の欠点のためにガラス繊維を単独に製品として用いた場
合IL耐摩耗性が劣る ζとになり，摩僚により畿維が損傷
して強度低下や外観の劣化をもたらすだけでなく，摩耗
によって生じた繊維の砕細片が皮膚に付着して炎症を与
えたり，呼吸器に隊警を起させたりするととがある。乙
れらはインテリア，被服用として用いる場合，きわめて
重要な問題である。ガラス繊維と他の繊維材料との間の
摩擦による目立粍の状態を明らかにする乙とは，これらの
繊維を復合的lζ使用する場合，利用の限界を知るために
きわめて重要な乙とである。本実験ではガラス繊維と各
積繊維織物問の摩耗機織を知る予備試験として，両者の
摩擦によるガラス織物の摩耗の進行を測定して，各種繊
維のガラス繊維のl事粍iζ及lます影響をたしかめ，摩耗iζ
関与する緒子図についての検討を行なった。
実験方法
1 .鼠 験布
試験のためにガラス平線々物と天然繊維4種，人造繊
維8草Ii.いづれも平総身物を用いた。試料布の諸元は第
1表IC示す通りである。.1表 試験布の諸元
ぷ:厚さ 重さ 糸 密 度 糸 太 さ 宮脇 引張強さD Jf.銭係、数 g . 9 /~C-A たて よ ζ
木 綿 0.212 0.19邸 58. 8 25-6 133 133 1.凹13 164.0 195.5 
麻 0.282 0.2734 31.6 幻.6 前 “ 1.0538 405-4 561.0 主宇 毛 0.220 0.1983 30.0 26-8 111 89 0.8391 116.4 96.0 
絹 0.138 0.3147 45-6 37.2 76 81 1.1106 1品 4 1思 8
レーヨン 0.234 0.2065 30.4 26. 8 75 102 0.8391 113.6 190.6 
キュプラ 0.198 0.2537 23.6 21.2 133 133 1.1106 175-0 201.8 
ポリノジック 0.197 0.2452 30.6 31.2 133 1お 1.0176 142. 5 198. 0 
アセテ ー ト 0.130 0.1945 47.2 28.8 120 120 0.7∞2 袋>'4 94.6 
ピニロン 0.2ω 0.1540 19.0 30.8 70 70 0.9827 3lJ.4 290.8 
ポリエステル 0.100 0.1634 45.6 37.2 75 75 0.7399 151.4 お5.7
ポリプロ 0.3ω O.ぬ44 39.8 36.0 180 1回 O.お66 295.6 616. 0 
ナイロン O. 110 0.1595 39.6 30.8 70 70 0.6619 324.0 お0.0
ガ フ ス O. 1∞ 0.2193 53.0 43.0 (0.13m4岳骨) (0.88o) 一 410.0 420.0 
-傾斜法ーによるガラス布との民主僚係数を示す。 料 直後で示す。
( 1 ) 
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2式，'*=1布1まいづれも0.2%の中性洗剤j溶液IC曲。Cで1時
間時有静かにBl詳しながら浅漬した後，水洗して平lまし
で自然乾録してから註験に用いた。
1.鉱車監護軍
摩擦用試験機と してはUniversalWear Testerを使
用した。試験布取付け節分の略図を第1図iC示す。 Aの
↓下「
第1図 試料取付部分略図
都分Iζ訟験用ガラス織物を取付け， ζれを摩嫁する各種
織物はBの宮E分IC取付けた。 ζの部分はほぼ水平に固定
される。 BIま1回転 45鈴 C で水平IC廻転すると共に援
巾 2・5cm で 128回/mi九 の速さで往復運動する。 A.
Bの接触郎では主として往復運動による摩擦カが働らく
乙とになる。訟料布間にかかる圧力は荷重Wで翻節でき
る。本実験では 5∞gr.一定とした。なおB試料布はそ
の下側にあるゴム膜を空気で膨張させ，布IC-}:主張力を
与えるようになっているが， ζの場合0.1気圧一定の圧
力を加えた。
1.測定方法
本実験は摩僚によるガラス繊維の摩耗の進行をたしか
めるととを目的としたので，一定回数摩擦した後，摩擦
をとめて，ガラス織物および摩療用織物の両表面を観察
し，写真撮量与を行なった。ガラス織物の方が常IC先iCli宣
告1が起り，摩耗がかなり進行しても，摩擦布の方は肉眼
的IC著・しい変化は認められなかった。
ζの試験においては摩線用絵物は回転しながら摩僚を
行なうのでタテ糸，ヨコ糸両方向iζ均等に摩鍍されるが
ガラス織物はタテ糸方向に往復員罪主主をうりるように取付
りた。 ζの場合，隊様方向IC直角のヨコ糸が切断してζ
の数を増加し或範聞に逮するとタテ糸の切断も同時に起
る。
路線の進行状態の代表的な例を第2図に示す。摩擦回
数の僧加による摩耗の進行lま糸の切断本数を実被IJしてた
しかめた。ill!J定間隔は紙料によって異なり，庶民が急激
lζ進行する場合には摩擦回数10回程度から， 綬湿な場合
の5∞回間隔の悶で測定を行なった。
積層自結果
摩擦回数とガラス織物の糸切断本数の関係、を第3隠，
sl 
( 2 ) 
学
.2図 ガラス織物の摩粍の進行
第4図の摩粍曲線で示す。
摩擦織物の種類によってガラス織物の摩粍の進行状態
は著しく変化する。ガラス織物は摩耗が起りはじめると
急激IC進行するので摩耗曲線はいづれも急激な摩粍がは
じまるまでのゆるやかな摩耗進行部分と急激な進行部分
の二つからなるのが普通である。
ガラス繊維織物の耐摩耗性の限界値を第5図IC示すよ
うにA.B両曲線都分の境界におく乙とができる。乙の
境界における摩擦回数をこ乙では摩耗境界回数とよぷ乙
とにする。
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第2表lζ摩擦布の額類とガラス織物の摩擦境界回数と
H持率E速度を示す。摩耗速度は1，(胸囲摩擦に対するガラ
ス糸の切断本数で示す。
広岡 ・千賀:ガラス鍛物の偉粍
摩擦繊維種類とガラス布の拶耗特性
院境界回数I!I野競
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摩擦織物の種類によるガラス織物の摩耗の変化の原因
は織物のどの性質IC関係するかを知るために，乙れら織
物の構成糸の太さ， (太さ)x(糸密度)，糸の引張強力，
ガラス織物と摩擦布との閣の静摩擦係数と急激な際耗が
起る摩擦境界回数との間の相関係数を第3表に示す。
考
摩擦係数
隊機境界回数と路性質の関係
相関係、数 Y
I~ニr長 |
「石~
第 3表
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またそれぞれの関係を第6悶，第7図，第8図， m9 
図， Iζ示す。
摩耗の進行lζ影響する性質としては，構成糸の太さは
ほとんど関係がない。(太さ)x(糸密度)，すなわち一定
面積にある格成糸の量が大きい布で摩搬すると，急激な
摩耗の開始はおくれる傾向を示している。また引張強度
の高い糸からなる織物で修主主すると，ガラス繊維は少な
い勝機回数で摩耗が起る。員長耗強度と引張強度は直接関
係、はないが，相対的に強度の低いガラス繊維の方がより
大きく領傷をうけるためと忠われる。
摩桜し合う二つの布聞の摩擦係数が大きいほど包括止な
摩耗が起りにくい，逆にすべり合い易い布悶では低い摩
擦回数で著しい摩耗が起るζとはきわめて興味がある。
ガラス織物の摩耗は摩按係数で示されるようなディメン
ジョンの物理的性質だけでなく繊維紫材の表面微細精進
ー0.4640.005 
B 
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第5図 ガラス繊維摩耗曲線例
????
( 3 ) 
なお摩耗速度はA部分ではきわめて低く，試験布によ
ってほとんど差異がないので，摩耗速度は急激lζ摩耗が
遂行するB曲線都分で示す乙とが適当であると考えた。
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』ζ大きく影響される乙とが推定される。 またガラス織物
の摩耗においても，一つの性質によって簡単に示される
ものでなく複合した作用によるものと考えられる。
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摩擦境界回 数
摩擦布の強さとガラス布の摩耗性との関係
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摩 擦境界回 数
摩擦布の糸の太さとガラス布の摩
粍性との関係
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摩擦境界回数
摩篠布ーガラス布の摩擦係数と
ガラス布の摩耗性の関係
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摩 擦 境界 回 数
(摩擦布の糸太さ)・(糸密度)
とガラス布の摩耗性との関係
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総 括
ガラス繊維織物を各麗繊維織物で摩燥した時lζ起る摩
耗の進行を摩擦回数と糸の切断本数の関係、から求めた。
ガラス繊維は摩耗が或程度遂行すると急激にその速度
を増す。摩耗が急激に猶加する時期は摩篠する布間のH医
療係数が低い場合に急激摩耗が早く起る傾向がある乙と
は興味がある。
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Summary 
The processes of the frictional wearing of Glass-fabrics rubbed with some kinds of fabrics， cotton， 
silk， rayon， nylon etc. are assessed by counting the number of the broken yarns in the test specim-
ens after a certain number of rubbing. 
It was found that the abrasion of fabrics markedly increase when they exceed a certain limits which 
depends on the kind of the rubbing fabrics. The time when the abrasion takes place marked increasingly 
is later as the c但 fficientof friction between the glass-fabrics and rubbing fabrics increases. 
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